H22年度7月大阪MSW協会理事会議事録HP掲載用

平成22年度7月　理事会議事録

１．事務局

（１）会員異動報告及び連絡事項

◇入会：准専門会員23名、学生会員1名、計24名。

◇変更：専門会員10名、准専門会員5名、計15名。

◇退会：准専門会員2名、計2名（内1名は平成23年3月31日退会）。

　・過去に専門会員であった方の再入会の申し込みの際に、過去の研修・研究業績についての取り扱いのことを尋ねられることが多い。

◇連絡事項

　・大阪協会のＭＬへの参加希望者への登録方法の案内は代表理事にて作成する。

・大阪府福祉部障がい福祉室より依頼の「高齢者に対する障がい者手帳制度の周知」資料について

→　8月28日の初任者研修開講式、9月4日の学習会の会場での持ち帰り資料として準備する。

（２）その他

　・「日本ＡＳＷ協会全国研究大会」より後援名義使用許可申請依頼　→　承認。
・准専門会員5年限度の方への連絡について事務局にて整理し、理事会にて提示の予定。

・准専門会員のT氏の獲得ポイントについて、研修終了年での取り扱いの違いにより付与されていなかった初任者研修の修了ポイントを付与する。
２．教育部（別紙参照A3＊1枚）

（１）初任者研修

1）第5期準備状況

　 　・ホームページに実施時間を入れたプログラムを掲載。

   　・今期から新しい試みとして、プログラム評価（アンケート）を全体に取り入れる（昨年は演習のみ）。
　2）第3期追加受講

　　・講義だけでは修了できない受講生あり。研修内容について検討中。意見があれば教育部まで。

　3）一般受講

     ・次回発送に同封予定。

（２）学習会

1）第20回　

・参加者75名　療養病床をもつＭＳＷの参加が多かった（アンケート結果回覧）

2）第21回

・話題提供者（3名内諾）、コーディネーターの最終調整中、近日中に確定の予定。

3）今後の予定

・精神保健福祉士協会との合同例会を企画

（３）従事者講習会　企画

・プログラムにそって調整中。特別講演は日本協会の臨時総会後に調整の予定。

・懇親会は11月19日で準備中。
３．出版広報部（別紙参照A4＊1枚）

（１）広報誌No.18　

・理事会便りのスペースの活用を検討中。意見があれば広報部まで。

（退職後も在籍されている会員の方に、後輩を元気づけるメッセージ・新人の頃の話・協会との関わりを書いてもらう等。）

（２）従事者講習会抄録進捗状況

　・9月末を締め切りとして原稿を依頼し集約していく。

　・校正での対応だけでなく、印刷後の正誤表での対応も検討する。

（３）ホームページについて

　 ・業者に確認の結果、ＨＰ左側にメニュー（「教育部より」「理事会便り」「要望書」等3つぐらいまで）を作成し、クリックすれば内容が見られるような変更を今回のみ特別に無料で行ってもらうことが可能。

各メニューからは、「第○回学習会」等の題名をあげ、詳しくはＰＤＦファイルかワードで内容を

見られるようにする。

・理事会便りのＨＰ掲載について

　　 理事会の議事録をもとに、各部で掲載してほしい原稿に手直しをして、広報部で集約の上業者に依頼すると、10日以内で作業を行ってもらうことができ、ＨＰへの掲載が可能となる。　

　　 広報誌に載せていたときよりも早くに掲載できる見込み。

４．財務部

（１）平成22年度会費納入状況報告

· 6月28日（月）に引き落とし処理を依頼したうち、26件が残高不足で引き落としできず。

口座変更等を行った会員分を含め計35件について、7月27日（月）に再引き落としの予定としている。

　　・口座振り込みの方からは随時入金されている。

５．代表理事より（別紙参照：A4＊1枚）
（１）運営規定の改正

・ＨＰに、改正後の運営規定、役員選出規程を広報誌特別版に載っているものと同じ形で掲載する。

（２）全国医療ソーシャルワーカー協会連絡協議会　代表者会議

　　・6月19日に藤田代表理事が出席。
（３）日本医療ソーシャルワーカー協会会長会　メーリングリスト立ち上げ

　　・10月3日（日）に済生会千里病院にて会長会開催予定。

（４）学生懇談会

（５）日本協会の動き

　　・8月8日に臨時総会開催の予定。

（６）その他

　　・大阪府所轄部署へ挨拶（藤田代表理事、小林副代表理事、福井副代表理事）。

　　・前年に引き続き、次月より理事のスピーチを行う。

　　　50音順の後ろから2名ずつ。8月は横山理事、脇理事が担当。
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